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大
規
模
な
地
震
時
の
公
共
交
通
機
関
の
運
行
再
開
基
準
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
六
月
十
八
日
、
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
大
規
模
な
地
震
（
「
本
地
震
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
。
本
地

震
の
発
生
に
と
も
な
い
関
西
圏
の
鉄
道
各
社
は
鉄
道
等
の
運
行
を
速
や
か
に
停
止
し
、
乗
客
の
避
難
、
鉄
道
等
の
施
設
の
点

検
、
余
震
の
発
生
へ
の
警
戒
等
に
関
し
て
、
安
全
確
保
に
努
め
た
。

本
地
震
の
発
生
は
朝
の
通
勤
時
間
帯
と
一
致
し
、
京
阪
神
地
域
の
鉄
道
等
の
ダ
イ
ヤ
は
混
乱
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
阪
急
、

阪
神
、
近
鉄
、
南
海
の
五
社
で
計
約
四
百
十
万
人
に
影
響
し
、
ほ
と
ん
ど
の
鉄
道
路
線
で
は
運
行
再
開
を
利
用
者
に
知
ら
せ
る

の
が
直
前
で
あ
っ
た
り
、
実
際
の
運
行
再
開
が
再
三
ず
れ
込
ん
だ
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
同
月
二
十
日
、
駅
間
で
停
車
し
た
百
五
十

三
本
に
推
定
で
約
十
四
万
人
の
乗
客
が
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
と
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
鉄
道
各
社
が
運
行
再
開
の
め
ど
を
示
さ
な
い
ま
ま
、
「
運
行
見
合
わ
せ
」
を
続
け
る
と
、
鉄
道
等
の
利
用
者
が

帰
宅
手
段
を
選
択
で
き
ず
、
大
量
の
帰
宅
困
難
者
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

関
西
圏
で
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
、
そ
の
場
合
、
大
阪
府
下
で
は
最
大
百
五
十
万
人
の
帰
宅
困
難
者

が
発
生
す
る
と
の
予
想
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
交
通
機
関
の
乗
客
が
再
開
や
運
休
の
情
報
を
早
期
に
入
手
で
き
れ

ば
、
ホ
テ
ル
の
予
約
や
徒
歩
で
帰
宅
で
き
る
か
否
か
の
判
断
の
余
地
が
広
が
る
。
本
地
震
で
も
大
阪
府
は
鉄
道
各
社
に
め
ど
を

一



早
く
公
表
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
。
毎
日
新
聞
の
取
材
に
応
じ
た
大
阪
府
の
幹
部
は
、
「
鉄
道
各
社
に
は
、

利
用
者
目
線
で
の
早
期
の
情
報
提
供
を
求
め
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

も
っ
と
も
運
行
再
開
の
統
一
的
な
基
準
策
定
は
容
易
で
は
な
い
。
平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
の
発
災
を
受
け
、

同
年
四
月
に
国
土
交
通
省
は
首
都
圏
の
鉄
道
各
社
と
協
議
会
を
設
置
し
、
震
災
時
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
も
の
の
、
地
震

に
よ
る
渋
滞
で
点
検
要
員
の
移
動
が
遅
れ
た
際
に
緊
急
車
両
の
配
備
を
増
や
す
こ
と
な
ど
を
検
証
結
果
と
し
て
共
有
し
た
が
、

運
行
再
開
の
統
一
基
準
策
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

鉄
道
事
業
者
は
揺
れ
の
大
き
さ
に
応
じ
て
速
度
規
制
や
見
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
を
独
自
に
取
り
決
め
て
い
る
が
、
「
再
開
二

時
間
前
に
公
表
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
統
一
的
な
取
り
決
め
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
や
鉄
道
各
社
が
協
議
し
、
統
一
的
な
運
行
再
開
基
準
を
定
め
、
鉄
道
各
社
が
運
休
か
ど
う
か
の
め
ど
を

早
期
に
公
表
す
る
こ
と
は
都
市
部
へ
の
災
害
時
の
人
の
流
入
減
に
つ
な
が
り
、
二
次
被
害
を
防
ぐ
意
味
で
も
有
効
で
あ
る
と
思

料
す
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

地
震
発
生
時
に
鉄
道
各
社
の
判
断
で
運
行
を
停
止
し
た
電
車
等
の
法
令
に
根
拠
を
持
つ
運
行
再
開
の
統
一
的
な
基
準
は
存

二



在
し
て
い
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

本
地
震
で
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
阪
急
、
阪
神
、
近
鉄
、
南
海
の
五
社
で
計
約
四
百
十
万
人
に
影
響
し
、
ほ
と
ん
ど
の
鉄
道

路
線
で
は
運
転
再
開
を
利
用
者
に
知
ら
せ
る
の
が
直
前
で
あ
っ
た
り
、
実
際
の
運
行
再
開
が
再
三
ず
れ
込
ん
だ
。
こ
の
よ
う

に
鉄
道
各
社
が
運
行
再
開
の
め
ど
を
示
さ
な
い
、
あ
る
い
は
利
用
者
に
十
分
な
周
知
を
行
わ
ず
「
運
行
見
合
わ
せ
」
を
続
け

る
と
、
鉄
道
等
の
利
用
者
が
帰
宅
手
段
を
選
択
で
き
ず
、
大
量
の
帰
宅
困
難
者
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
政
府
は
統
一
的
な
運
行
再
開
基
準
や
運
行
停
止
状
況
の
公
表
に
関
わ
る
基
準
の
策
定
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

政
府
の
見
解
如
何
。

三

国
や
鉄
道
各
社
が
協
議
し
、
統
一
的
な
運
行
再
開
基
準
を
定
め
、
鉄
道
各
社
が
運
休
か
ど
う
か
の
め
ど
を
早
期
に
公
表
す

る
こ
と
は
都
市
部
へ
の
災
害
時
の
人
の
流
入
減
に
つ
な
が
り
、
二
次
被
害
を
防
ぐ
意
味
で
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政

府
の
見
解
如
何
。

四

本
地
震
の
避
難
の
た
め
に
生
じ
た
人
の
移
動
に
つ
い
て
、
携
帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
な
ど
を
活
用
し
、
そ
の
移
動
状
況
を

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
把
握
し
解
析
す
る
こ
と
で
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
な
ど

の
発
生
時
に
お
け
る
基
礎
的
資
料
と
し
て
極
め
て
有
効
な
も
の
と
し
て
活
用
で
き
る
と
思
料
す
る
。
政
府
は
当
該
デ
ー
タ
を

三



把
握
し
、
地
震
発
生
時
の
人
の
移
動
、
避
難
状
況
の
把
握
に
努
め
る
た
め
、
携
帯
電
話
会
社
な
ど
に
公
益
情
報
と
し
て
か
か

る
デ
ー
タ
の
提
供
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
て
、
携
帯
電
話
会
社
に
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
提
供
を
求
め
る
た
め
に
は
、
現
行
法
令
上
、
問
題
は
あ
る
の
か
。

あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
法
令
に
該
当
す
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


